
平成１７年６月１５日（水）第５校時

１　主題名　　　理想に向かって実行　　　　１ー（２）理想・努力

２　資料名　　　加代ちゃん　すてき（日本標準）

３　主題設定の理由

（１）　ねらいとする価値について
　だれもが，理想を実現するためには，目標を立て，こつこつと努力することが大切
であるということは分かっている。また，誠実に取り組むことで，成功感，成就感を味
わうことができることも知ってはいる。これまでの失敗や成功の経験から，自分をみ
つめ，自分の力を正しく判断して目標を設定し，希望と勇気をもって努力を続けるこ
との大切さをはぐくみたい。

（２）　児童について
　これまでにいくどとなく目標を立ててきたが，その場限りの目標にすぎず，達成さ
れない場合が多かったのではないだろうか。目標が，その児童にぴったり合ってい
なかったり，切実な内容になっていなかったりしたためである。
　６年生は最高学年として，いろいろな場面で下学年をまとめ，リーダーとして活動
していかなくてはならない。自分に合った目標，達成可能な目標に向かって努力す
ることの大切に気づかせ，達成感を味わわせることで，自信をもつことができるよう
にしたいと考える。

（３）　資料について
　資料の主人公である「加代」が「変わった」のには，理由がある。目標を決めて励ま
し合う学校だからこそ，変わることができたのだ。自分の力や個性に合った目標をも
ち，真剣に努力する態度のすばらしさに気づかせたい。本資料は，目標を立て，くじ
けないで努力する心情を育てるのに適した資料である。

（４）　指導について
　自分でも不思議に思うほど「加代」が変わったのはなぜかについて，グループで十
分に話し合わせたい。加代の態度と自分たちの日頃の態度を比べることで，目標を
立てて努力することの大切さ，そこから生じる達成感が，自信へとつながることに気
づかせたい。加代のようになるのではなく，自分に合った目標と実現のための努力
が重要であることを分からせたい。一人一人が自分に合った目標を立て，努力して
いけるよう心のプリントに自分に自分の思いを素直に書かせ，実践へとつなげたい。
また，終末では，中学に進んだ先輩の話を聞かせ，実践への意欲付けを図りたい。

４　本時のねらい

　より高い目標を立て，希望と勇気をもってくじけないで努力する心情を育てる。

５　準備物

　切り抜き絵，心のプリント,中学生からの手紙

第６学年２組 道徳学習指導案



６　　本時の展開

過程 学習活動 主な発問と予想される児童の反応 支援（・）と評価（☆）
○６年生になって周 ○６年生になって，先生や家の人からどん ・教師から見た児童のよい

気 　りの人からどんなこ 　なことを言われましたか。 　変化について話をする。
　とを言われたか思い ・委員会の先生から，「ご苦労様。良かった

づ 　出す。 　よ。」と声をかけてもらえた。 ・代表を決めたりするときの
・清掃のとき，先生から「班長さん，いつもあ 　様子でいつも気になること

く 　りがとう。」と言われた。 　を伝える。
・家の人から「最高学年だからしっかりしな
　さいよ。」と言われる。

○資料「加代ちゃん　 ○役員選挙の立候補を引き受けた加代に ・加代と自分たちとを比べ
考 　すてき」を読んで話 　ついてどう思いましたか。また，なぜ引き 　ながら話し合うことを伝え
　し合う。 　受けたのでしょうか。 　る。

え ・何人かの人が辞退したのに，当たり前の
　ように引き受けた加代は立派だと思う。

る ・引き受けるのが当たり前だと思ったから。
・だれかが引き受けなければ，みんなが困
　ると思ったから。

・
◎加代はどうしてこんなに変わったのでしょ ・加代はどうして変われたの
　う。 　かをグループで話し合わせ

深 ・何をやるにも目標やテーマを決めて，それ 　る。
　に向かって全力をつくすから。 ☆目標を立てて努力すること

め ・友だちや先生との関係がうまくいっている 　の大切さについて考えるこ
　から。 　とができたか。

る ・加代自身が成長したから。 　　（話し合い・発表）

○加代はなぜがんばれたのでしょう。
・苦労しても，目標を達成した時の気持ちは
　最高だから。
・みんなで励まし合いながらがんばるから。

○このような加代をどう思いますか。 ・加代と同じようになること
・何事にも積極的に取り組めていてすばら 　ではなく，自分に合った目
　しい。 　標と取り組み方を考えるこ
・充実した学校生活を送るためにがんばっ 　との大切さに気づかせる。
　ているのがえらい。

見 ○目標を決めて取り組 ○あなたは，何か目標を決めて取り組んだ ・自分の生活を振り返らせ，
　んだことについて振り 　ことがありますか。その結果はどうでした 　自分自身をしっかり見つめ

つ 　返る。 　か。 　させるため，心のプリントに
・いつも目標は決めるけれど，すぐに忘れて 　書かせたい。

め 　しまったり，あきらめたりしている。
・目標を決めてがんばったら，目標を達成で

る 　きて，とてもうれしかった。

○教師の話を聞く。 ○先生の話を聞きましょう。 ・自分に合った目標を決め，
高 　努力をし，目標を達成した
め 　先輩の話を聞かせ，実践
る 　への意欲付けを図る。


